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研究課題名 初期中胚葉の組織化と分節化の分子基盤

研究の概要等 本研究では２つの大きなテーマに取り組む。第１のテーマは、原腸陥入直後、最

も初期に形成される中胚葉の発生運命決定機構の解明を目指した研究。第２のテー

マは、比較的後期に陥入する沿軸中胚葉が体節を形成する分節メカニズム解明を目

指した研究である。

まず第１のテーマに関して、我々はすでに、 を発現する初期中胚葉が、将Mesp1

来のほぼすべての血管と心臓の前駆細胞を含むことを細胞系譜追跡実験により示し

。 、 、ている 問題は 発現細胞の中にどのようなサブポピュレーションが存在しMesp1

Mesp1それらがどのような分子機構で生み出されるかを明らかにすることである。

の発現は心臓形成に必須であることに特に注目し、心臓前駆細胞を同定し、運命決

定機構を分子レベルで明らかにしたいと考えている。

第２のテーマでは体節の分節化にいたる分子機構の解明をめざす。体節は脊椎動

物の分節性を規定する重要な組織であり、体節が時間的、空間的に一定の間隔でく

びれ切れる現象が将来の脊椎骨や、脊髄神経、血管系の規則正しい配列の基盤とな

っている。我々は独自に作成した ノックアウトマウスに加えて、 シグMesp2 Notch

ナルリングに関与し体節形成に異常をきたす ノDela1,Dealta3,lunatic fringe, preselilin1

Mesp2 Notchックアウトマウスを導入し、それらと の遺伝的関係を解析している。

シグナル系と の関係を明らかにすることにより、規則正しい体節形成がどのMesp2

ようにして実現されるかその解明を目指す。また の上流、下流の遺伝子、さMesp2

らに分節に関与する分子を単離しノックアウト及びノックインマウスの作成と解析

を通して体節の分節化に関与する遺伝子カスケードを明確にするとともに分子間相

互作用を明らかにする。これは脊椎動物の進化とともに獲得された分節の分子メカ

ニズムの解明になることが期待される。
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